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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１方向に延びたガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第１方向に直交する第
２方向に間隔をあけて配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫
通する支持孔を有する前記支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前記雌ボディの少なくと
も一部を前記第２方向に貫通する貫通孔を有する前記雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　前記支持部の前記支持孔に嵌合しており、且つ前記雌ボディの前記貫通孔に挿入され、
前記雌ボディを前記第２方向に浮動可能に支持するシャフトとを備えており、
　前記ガイド部は、雄コネクタを前記第２方向に浮動可能な状態で、初期位置から前記雄
コネクタの雄端子が前記雌端子に接触する接続位置との間を前記第１方向に案内可能な構
成である雌コネクタ。
【請求項２】
　第１方向に延びたガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第１方向に直交する第
２方向に間隔をあけて配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫
通する支持孔を有する前記支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディと、
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　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　前記雌ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通し且つ当該雌ボディに固定された
シャフトとを備えており、
　前記ガイド部は、雄コネクタを前記第２方向に浮動可能な状態で、初期位置から前記雄
コネクタの雄端子が前記雌端子に接触する接続位置との間を前記第１方向に案内可能な構
成であり、
　前記シャフトは、前記支持部の前記支持孔内に前記第２方向に浮動可能に挿入されてい
る雌コネクタ。
【請求項３】
　第１方向に延びたガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第１方向に直交する第
２方向に間隔をあけて配置された一対の支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前記支持部に対向する少
なくとも一つの対向部を有する前記雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子とを備えており、
　前記ガイド部は、雄コネクタを前記第２方向に浮動可能な状態で、初期位置から前記雄
コネクタの雄端子が前記雌端子に接触する接続位置との間を前記第１方向に案内可能な構
成であり、
　前記対向部及び前記支持部の何れか一方は、前記第２方向に延びた軸部を有し、
　前記対向部及び前記支持部の他方は、前記軸部が前記第２方向に浮動可能に挿入された
支持孔を有する雌コネクタ。
【請求項４】
　請求項１～３の何れかに記載の雌コネクタにおいて、
　前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレールを有しており、
　　前記レール間に、前記雄コネクタのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入さ
れた状態で、前記レールが前記雄コネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能で
あり、
　前記支持部は、前記レールの前記第１方向の一方側の端から前記第１方向の一方に延び
ている雌コネクタ。
【請求項５】
　請求項１～３の何れかに記載の雌コネクタにおいて、
　前記ガイド部は、前記第１方向に延びた少なくとも一つのレールを有しており、
　　前記レールが、前記雄コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向に隙間を
有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可能である
雌コネクタ。
【請求項６】
　第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方向に直交する第２方向に浮動可能な
状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあけ
て配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔を有す
る前記支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前記雌ボディの少なくと
も一部を前記第２方向に貫通する貫通孔を有する前記雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　前記支持部の前記支持孔及び前記雌ボディの前記貫通孔に挿入され且つ前記雌ボディを
前記第２方向に浮動可能に支持するシャフトと、
　第３方向の一方側で前記雌ボディを覆うように前記支持部から延びた一対のカバーとを
備えており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向であり、
　前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレールと、前記レール間に設けられた底
部とを有しており、
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　　前記レール間に、前記雄コネクタのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入さ
れた状態で、前記レールが前記雄コネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能で
ある、又は、前記レールが、前記雄コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向
に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可
能であり、
　前記雌端子は、前記雌ボディから前記第３方向の他方側に露出する接点部を有しており
、
　　前記底部は、前記雌端子の前記接点部よりも前記第３方向の他方側に位置している雌
コネクタ。
【請求項７】
　第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方向に直交する第２方向に浮動可能な
状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあけ
て配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔を有す
る前記支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　前記雌ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通し且つ当該雌ボディに固定された
シャフトと、
　第３方向の一方側で前記雌ボディを覆うように前記支持部から延びた一対のカバーを更
に備えており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向であり、
　前記シャフトは、前記支持部の前記支持孔内に前記第２方向に浮動可能に挿入されてお
り、
　前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレールと、前記レール間に設けられた底
部とを有しており、
　　前記レール間に、前記雄コネクタのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入さ
れた状態で、前記レールが前記雄コネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能で
ある、又は、前記レールが、前記雄コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向
に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可
能であり、
　前記雌端子は、前記雌ボディから前記第３方向の他方側に露出する接点部を有しており
、
　　前記底部は、前記雌端子の前記接点部よりも前記第３方向の他方側に位置している雌
コネクタ。
【請求項８】
　第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方向に直交する第２方向に浮動可能な
状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあけ
て配置された一対の支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前記支持部に対向する少
なくとも一つの対向部を有する前記雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　第３方向の一方側で前記雌ボディを覆うように前記支持部から延びた一対のカバーとを
備えており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向であり、
　前記対向部及び前記支持部の何れか一方は、前記第２方向に延びた軸部を有し、
　前記対向部及び前記支持部の他方は、前記軸部が前記第２方向に浮動可能に挿入された
支持孔を有しており、
　前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレールと、前記レール間に設けられた底
部とを有しており、
　　前記レール間に、前記雄コネクタのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入さ
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れた状態で、前記レールが前記雄コネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能で
ある、又は、前記レールが、前記雄コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向
に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可
能であり、
　前記雌端子は、前記雌ボディから前記第３方向の他方側に露出する接点部を有しており
、
　　前記底部は、前記雌端子の前記接点部よりも前記第３方向の他方側に位置している雌
コネクタ。
【請求項９】
　請求項１～８の何れかに記載の雌コネクタにおいて、
　前記ガイド部は、一対の第１当接部を有しており、
　前記雌コネクタは、前記ガイド部に設けられており且つ前記雄コネクタを第３方向の一
方側に付勢し、前記雄コネクタを前記第１当接部に当接させることが可能な雌付勢部を更
に備えており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向である雌
コネクタ。
【請求項１０】
　第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方向に直交する第２方向に浮動可能な
状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあけ
て配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔を有す
る前記支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前記雌ボディの少なくと
も一部を前記第２方向に貫通する貫通孔を有する前記雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　前記支持部の前記支持孔及び前記雌ボディの前記貫通孔に挿入され且つ前記雌ボディを
前記第２方向に浮動可能に支持するシャフトと、
　第３方向の一方側から前記雌ボディに当接するように前記支持部から延びた一対の第２
当接部と、
　前記ガイド部に設けられており且つ前記雄コネクタを前記第３方向の一方側に付勢し、
前記雄コネクタの雄端子を前記雌端子に弾性的に接触させることが可能な雌付勢部とを備
えており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向である雌コネ
クタ。
【請求項１１】
　第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方向に直交する第２方向に浮動可能な
状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあけ
て配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔を有す
る前記支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　前記雌ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通し且つ当該雌ボディに固定された
シャフトと、
　第３方向の一方側から前記雌ボディに当接するように前記支持部から延びた一対の第２
当接部と、
　前記ガイド部に設けられており且つ前記雄コネクタを前記第３方向の一方側に付勢し、
前記雄コネクタの雄端子を前記雌端子に弾性的に接触させることが可能な雌付勢部とを備
えており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向であり、
　前記シャフトは、前記支持部の前記支持孔内に前記第２方向に浮動可能に挿入されてい
る雌コネクタ。
【請求項１２】
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　第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方向に直交する第２方向に浮動可能な
状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあけ
て配置された一対の支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前記支持部に対向する少
なくとも一つの対向部を有する前記雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　第３方向の一方側から前記雌ボディに当接するように前記支持部から延びた一対の第２
当接部と、
　前記ガイド部に設けられており且つ前記雄コネクタを前記第３方向の一方側に付勢し、
前記雄コネクタの雄端子を前記雌端子に弾性的に接触させることが可能な雌付勢部とを更
に備えており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向であり、
　前記対向部及び前記支持部の何れか一方は、前記第２方向に延びた軸部を有し、
　前記対向部及び前記支持部の他方は、前記軸部が前記第２方向に浮動可能に挿入された
支持孔を有する雌コネクタ。
【請求項１３】
　第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方向に直交する第２方向に浮動可能な
状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあけ
て配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔を有す
る前記支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前記雌ボディの少なくと
も一部を前記第２方向に貫通する貫通孔を有する前記雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　前記支持部の前記支持孔及び前記雌ボディの前記貫通孔に挿入され且つ前記雌ボディを
前記第２方向に浮動可能に支持するシャフトとを備えており、
　前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレールと、底部とを有しており、
　　前記レール間に、前記雄コネクタのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入さ
れた状態で、前記レールが前記雄コネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能で
ある、又は、前記レールが、前記雄コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向
に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可
能であり、
　前記ガイド部の前記底部は、前記レール間に設けられ且つ前記第１方向の一方側の端部
を有しており、当該端部に前記底部を第３方向に貫通する開口が設けられており、前記第
３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向である雌コネクタ。
【請求項１４】
　第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方向に直交する第２方向に浮動可能な
状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあけ
て配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔を有す
る前記支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子と、
　前記雌ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通し且つ当該雌ボディに固定された
シャフトとを備えており、
　前記シャフトは、前記支持部の前記支持孔内に前記第２方向に浮動可能に挿入されてお
り、
　前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレールと、底部とを有しており、
　　前記レール間に、前記雄コネクタのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入さ
れた状態で、前記レールが前記雄コネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能で
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ある、又は、前記レールが、前記雄コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向
に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可
能であり、
　前記ガイド部の前記底部は、前記レール間に設けられ且つ前記第１方向の一方側の端部
を有しており、当該端部に前記底部を第３方向に貫通する開口が設けられており、前記第
３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向である雌コネクタ。
【請求項１５】
　第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方向に直交する第２方向に浮動可能な
状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部と、
　前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあけ
て配置された一対の支持部と、
　前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前記支持部に対向する少
なくとも一つの対向部を有する前記雌ボディと、
　前記雌ボディに保持された雌端子とを備えており、
　前記対向部及び前記支持部の何れか一方は、前記第２方向に延びた軸部を有し、
　前記対向部及び前記支持部の他方は、前記軸部が前記第２方向に浮動可能に挿入された
支持孔を有しており、
　前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレールと、底部とを有しており、
　　前記レール間に、前記雄コネクタのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入さ
れた状態で、前記レールが前記雄コネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能で
ある、又は、前記レールが、前記雄コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向
に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可
能であり、
　前記ガイド部の前記底部は、前記レール間に設けられ且つ前記第１方向の一方側の端部
を有しており、当該端部に前記底部を第３方向に貫通する開口が設けられており、前記第
３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向である雌コネクタ。
【請求項１６】
　請求項１、２、６、７、１０、１１、１３又は１４記載の雌コネクタにおいて、
　前記雌ボディは、前記雌端子を保持する雌メインボディと、
　　前記雌メインボディから前記第１方向の一方に延びており且つ前記雌ボディの前記一
部をなすウィングとを有している雌コネクタ。
【請求項１７】
　請求項３、８、１２又は１５記載の雌コネクタにおいて、
　前記雌ボディは、前記雌端子を保持する雌メインボディを更に有しており、
　　前記対向部は、前記雌メインボディから前記第１方向の一方に延びている雌コネクタ
。
【請求項１８】
　請求項１～１７の何れかに記載の雌コネクタと、
　雄コネクタとを備えており、
　前記雄コネクタは、前記雌コネクタの前記ガイド部に前記第２方向に浮動可能な状態で
前記第１方向に案内され得るランナー部と、
　　雄ボディと、
　　前記雄ボディに保持されており且つ前記雌コネクタの前記雌端子と接触可能な雄端子
とを備えている雌コネクタと雄コネクタとの接続構造。
【請求項１９】
　請求項１８記載の雌コネクタと雄コネクタとの接続構造において、
　前記雌コネクタの前記ガイド部は、前記第２方向に延びた係合孔である雌係合部を更に
有しており、
　前記雄コネクタは、雄係合部及び雄付勢部を更に有しており、
　前記雄ボディは、前記雄係合部を前記第２方向に移動自在に収容する収容部を有してお
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り、
　前記雄付勢部は、前記雄係合部を前記第２方向の一方側に付勢しており、
　前記雄コネクタの前記ランナー部が前記雌コネクタの前記ガイド部に案内されていると
きに、前記ガイド部が前記雄係合部を前記雄付勢部の付勢力に抗して前記第２方向の他方
側に押圧して移動させ、
　前記雄端子が前記雌端子に接触し、且つ前記収容部と前記雌係合部とが連通したときに
、前記雄係合部が前記雄付勢部の付勢力によって、前記第２方向の一方側に移動し、前記
雄係合部が前記雌係合部に係合される雌コネクタと雄コネクタとの接続構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雌コネクタ及び雌コネクタと雄コネクタとの接続構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の雌コネクタが下記特許文献１に記載されている。雌コネクタは、複数の端子と、
ボディと、プレートと、金具と、一対のバネと、フローティング構造とを備えている。端
子は、ボディに保持されている。ボディは、矩形状の絶縁性を有する板であって、背面と
、第１側面と、第２側面とを有している。金具は、平面視略Ｕ字状であって、ボディの背
面を覆う中央板と、ボディの第１側面を覆う第１側板と、ボディの第２側面を覆う第２側
板とを有している。一対のバネは、ボディの第１側面と金具の第１側板との間及びボディ
の第２側面と金具の第２側板との間に配置され、ボディを水平方向に移動自在に保持して
いる。プレートには、雄コネクタが挿脱可能な窓が設けられている。フローティング構造
は、一対の取り付け孔と、一対のボスと、一対のネジとを有している。一対の取り付け孔
はボディに設けられており且つ水平方向に延びた長孔である。一対ボスは、プレートに設
けられており且つ取り付け孔に水平方向に移動自在に挿入されている。ネジが、金具及び
ボディを介してボスに螺着されている。ネジを緩めることによって、ボスが取り付け孔内
で水平方向に移動自在となる。これにより、ボディがプレートに対して水平方向にフロー
ティング自在となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０５－８２２０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のコネクタのフローティング構造は、一対の取り付け孔、一対のボス及び一対のネ
ジが必要不可欠であるため、当該フローティング構造の部品点数が多い。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みて創案されたものであって、その目的とするところは、フロ
ーティング構造の部品点数の低減を図ることができる雌コネクタ及び雌コネクタと雄コネ
クタとの接続構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様の雌コネクタは、ガイド部と、一対の支持
部と、雌ボディと、雌端子と、シャフトとを備えている。ガイド部は、第１方向に延びて
いる。ガイド部は、雄コネクタを第２方向に浮動可能な状態で、初期位置から雄コネクタ
の雄端子が雌端子に接触する接続位置との間を第１方向に案内可能な構成である。第２方
向は第１方向に直交している。支持部は、ガイド部の第１方向の一方側に設けられており
且つ第２方向に間隔をあけて配置されている。支持部は、当該支持部を第２方向に貫通す
る支持孔を有している。雌ボディは、支持部間に配置されており且つ絶縁性を有している
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。雌ボディは、当該雌ボディの少なくとも一部を第２方向に貫通する貫通孔を有している
。雌端子は雌ボディに保持されている。シャフトは、支持部の支持孔及び雌ボディの貫通
孔に挿入され且つ雌ボディを第２方向に浮動可能に支持している。
【０００７】
　このような態様の雌コネクタの雌ボディを第２方向に浮動可能とするフローティング構
造は、シャフト、支持部の支持孔及び雌ボディの貫通孔によって構成されている。このた
め、雌コネクタのフローティング構造の部品点数の低減を図ることができる。
【０００８】
　本願発明の別の態様の雌コネクタは、シャフトが雌ボディの少なくとも一部を第２方向
に貫通し且つ当該雌ボディに固定されていても良い。この場合、シャフトは、雌ボディの
インサート成形等によって固定されていても良いし、シャフトが雌ボディの少なくとも一
部の貫通孔を第２方向に貫通し且つ当該雌ボディの貫通孔に固定されていても良い。前者
の場合、貫通孔が省略される。シャフトは、支持部の支持孔に第２方向に浮動可能に挿入
されていると良い。
【０００９】
　このような態様の雌コネクタの雌ボディを第２方向に浮動可能とするフローティング構
造は、シャフト、支持部の支持孔及び雌ボディによって構成されている。このため、雌コ
ネクタのフローティング構造の部品点数の低減を図ることができる。
【００１０】
　本願発明の更に別の態様の雌コネクタは、シャフトに代えて、以下の構成となっている
。雌ボディは、支持部に対向する少なくとも一つの対向部を有している。対向部及び支持
部の何れか一方は、第２方向に延びた軸部を有している。対向部及び支持部の他方は、軸
部が第２方向に浮動可能に挿入された支持孔を有している。
【００１１】
　このような態様の雌コネクタの雌ボディを第２方向に浮動可能とするフローティング構
造は、軸部及び支持孔で構成されている。このため、雌コネクタのフローティング構造の
部品点数の低減を図ることができる。
【００１２】
　ガイド部は、第１方向に延びた一対のレールを有する構成とすることが可能である。レ
ール間に、雄コネクタのランナー部が第２方向に隙間を有して挿入された状態で、レール
が雄コネクタのランナー部を第１方向に案内可能な構成とすることが可能である。又は、
ガイド部は、第１方向に延びた少なくとも一つのレールを有する構成とすることが可能で
ある。レールが、雄コネクタのランナー部のランナー溝内に第２方向に隙間を有して挿入
された状態で、レールが雄コネクタを第１方向に案内可能な構成とすることが可能である
。
　なお、支持部は、一対のレールの第１方向の一方側の端から第１方向の一方に延びた構
成とすることが可能である。
【００１３】
　本発明の別の態様の雌コネクタは、第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第１方
向に直交する第２方向に浮動可能な状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイド部
と、前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔をあ
けて配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔を有
する前記支持部と、前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前記雌
ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通する貫通孔を有する前記雌ボディと、前記
雌ボディに保持された雌端子と、前記支持部の前記支持孔及び前記雌ボディの前記貫通孔
に挿入され且つ前記雌ボディを前記第２方向に浮動可能に支持するシャフトと、第３方向
の一方側で前記雌ボディを覆うように前記支持部から延びた一対のカバーとを備えており
、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向であり、前記ガイド部
は、前記第１方向に延びた一対のレールと、前記レール間に設けられた底部とを有してお
り、前記レール間に、前記雄コネクタのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入さ
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れた状態で、前記レールが前記雄コネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能で
ある、又は、前記レールが、前記雄コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向
に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可
能であり、前記雌端子は、前記雌ボディから前記第３方向の他方側に露出する接点部を有
しており、前記底部は、前記雌端子の前記接点部よりも前記第３方向の他方側に位置して
いる。
　本発明の更に別の態様の雌コネクタは、第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第
１方向に直交する第２方向に浮動可能な状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイ
ド部と、前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔
をあけて配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔
を有する前記支持部と、前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディと、前記雌ボ
ディに保持された雌端子と、前記雌ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通し且つ
当該雌ボディに固定されたシャフトと、第３方向の一方側で前記雌ボディを覆うように前
記支持部から延びた一対のカバーを更に備えており、前記第３方向は、前記第１方向及び
前記第２方向に直交する方向であり、前記シャフトは、前記支持部の前記支持孔内に前記
第２方向に浮動可能に挿入されており、前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレ
ールと、前記レール間に設けられた底部とを有しており、前記レール間に、前記雄コネク
タのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コ
ネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能である、又は、前記レールが、前記雄
コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向に隙間を有して挿入された状態で、
前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可能であり、前記雌端子は、前記雌ボ
ディから前記第３方向の他方側に露出する接点部を有しており、前記底部は、前記雌端子
の前記接点部よりも前記第３方向の他方側に位置している。
　本発明の更に別の態様の雌コネクタは、第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第
１方向に直交する第２方向に浮動可能な状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイ
ド部と、前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔
をあけて配置された一対の支持部と、前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディ
であって、前記支持部に対向する少なくとも一つの対向部を有する前記雌ボディと、前記
雌ボディに保持された雌端子と、第３方向の一方側で前記雌ボディを覆うように前記支持
部から延びた一対のカバーとを備えており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２
方向に直交する方向であり、前記対向部及び前記支持部の何れか一方は、前記第２方向に
延びた軸部を有し、前記対向部及び前記支持部の他方は、前記軸部が前記第２方向に浮動
可能に挿入された支持孔を有しており、前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレ
ールと、前記レール間に設けられた底部とを有しており、前記レール間に、前記雄コネク
タのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コ
ネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能である、又は、前記レールが、前記雄
コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向に隙間を有して挿入された状態で、
前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可能であり、前記雌端子は、前記雌ボ
ディから前記第３方向の他方側に露出する接点部を有しており、前記底部は、前記雌端子
の前記接点部よりも前記第３方向の他方側に位置している。
【００１４】
　このような態様の雌コネクタによる場合、雌コネクタの使用者が、雌端子の接点部に接
触する可能性を低減することができる。雌端子を保持する雌ボディの第３方向の一方側が
カバーで覆われており且つ雌端子の接点部は、雌ボディから第３方向の他方側に露出して
いるため、雌コネクタの使用者が、第３方向の一方側から雌端子の接点部に接触する可能
性を低減することができる。また、雌端子の接点部は、ボディから第３方向の他方側に露
出しているが、ガイド部の底部が雌端子の接点部よりも第３方向の他方側に位置している
ため、雌コネクタの使用者が第３方向の他方側から雌端子の接点部に接触することが困難
になる。
　雌コネクタの雌ボディを第２方向に浮動可能とするフローティング構造が、シャフト、
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支持部の支持孔及び雌ボディの貫通孔によって構成されている場合、雌コネクタのフロー
ティング構造の部品点数の低減を図ることができる。
　フローティング構造が、シャフト、支持部の支持孔及び雌ボディによって構成されてい
る場合、雌コネクタのフローティング構造の部品点数の低減を図ることができる。
　フローティング構造が、軸部及び支持孔で構成されている場合、雌コネクタのフローテ
ィング構造の部品点数の低減を図ることができる。
【００１５】
　ガイド部は、一対の第１当接部を有する構成とすることが可能である。雌コネクタは、
雌付勢部を更に備えた構成とすることが可能である。雌付勢部は、ガイド部に設けられて
おり且つ雄コネクタを第３方向の一方側に付勢し、雄コネクタを第１当接部に当接させる
ことが可能な構成とすることが可能である。
【００１６】
　このような態様の雌コネクタによる場合、雄コネクタが雌コネクタのガイド部に案内さ
れた状態で、雄コネクタ及び雌コネクタの第３方向のガタツキを抑制することができる。
雌ボディ及び雄コネクタが第３方向において第１当接部と雌付勢部とで挟持されるからで
ある。
【００１７】
　本発明の更に別の態様の雌コネクタは、第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第
１方向に直交する第２方向に浮動可能な状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイ
ド部と、前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔
をあけて配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔
を有する前記支持部と、前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前
記雌ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通する貫通孔を有する前記雌ボディと、
前記雌ボディに保持された雌端子と、前記支持部の前記支持孔及び前記雌ボディの前記貫
通孔に挿入され且つ前記雌ボディを前記第２方向に浮動可能に支持するシャフトと、第３
方向の一方側から前記雌ボディに当接するように前記支持部から延びた一対の第２当接部
と、前記ガイド部に設けられており且つ前記雄コネクタを前記第３方向の一方側に付勢し
、前記雄コネクタの雄端子を前記雌端子に弾性的に接触させることが可能な雌付勢部とを
備えており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向である。
　本発明の更に別の態様の雌コネクタは、第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第
１方向に直交する第２方向に浮動可能な状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイ
ド部と、前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔
をあけて配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔
を有する前記支持部と、前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディと、前記雌ボ
ディに保持された雌端子と、前記雌ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通し且つ
当該雌ボディに固定されたシャフトと、第３方向の一方側から前記雌ボディに当接するよ
うに前記支持部から延びた一対の第２当接部と、前記ガイド部に設けられており且つ前記
雄コネクタを前記第３方向の一方側に付勢し、前記雄コネクタの雄端子を前記雌端子に弾
性的に接触させることが可能な雌付勢部とを備えており、前記第３方向は、前記第１方向
及び前記第２方向に直交する方向であり、前記シャフトは、前記支持部の前記支持孔内に
前記第２方向に浮動可能に挿入されている。
　本発明の更に別の態様の雌コネクタは、第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第
１方向に直交する第２方向に浮動可能な状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイ
ド部と、前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔
をあけて配置された一対の支持部と、前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディ
であって、前記支持部に対向する少なくとも一つの対向部を有する前記雌ボディと、前記
雌ボディに保持された雌端子と、第３方向の一方側から前記雌ボディに当接するように前
記支持部から延びた一対の第２当接部と、前記ガイド部に設けられており且つ前記雄コネ
クタを前記第３方向の一方側に付勢し、前記雄コネクタの雄端子を前記雌端子に弾性的に
接触させることが可能な雌付勢部とを更に備えており、前記第３方向は、前記第１方向及
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び前記第２方向に直交する方向であり、前記対向部及び前記支持部の何れか一方は、前記
第２方向に延びた軸部を有し、前記対向部及び前記支持部の他方は、前記軸部が前記第２
方向に浮動可能に挿入された支持孔を有する。
【００１８】
　このような態様の雌コネクタによる場合、雄コネクタの雄端子が雌コネクタの雌端子に
接触した状態で、雄コネクタ及び雌コネクタの第３方向のガタツキを抑制することができ
る。雌ボディ及び雄コネクタが第３方向において第２当接部と雌付勢部とで挟持されるか
らである。
　雌コネクタの雌ボディを第２方向に浮動可能とするフローティング構造が、シャフト、
支持部の支持孔及び雌ボディの貫通孔によって構成されている場合、雌コネクタのフロー
ティング構造の部品点数の低減を図ることができる。
　フローティング構造が、シャフト、支持部の支持孔及び雌ボディによって構成されてい
る場合、雌コネクタのフローティング構造の部品点数の低減を図ることができる。
　フローティング構造が、軸部及び支持孔で構成されている場合、雌コネクタのフローテ
ィング構造の部品点数の低減を図ることができる。
【００１９】
　本発明の更に別の態様の雌コネクタは、第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第
１方向に直交する第２方向に浮動可能な状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイ
ド部と、前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔
をあけて配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔
を有する前記支持部と、前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディであって、前
記雌ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通する貫通孔を有する前記雌ボディと、
前記雌ボディに保持された雌端子と、前記支持部の前記支持孔及び前記雌ボディの前記貫
通孔に挿入され且つ前記雌ボディを前記第２方向に浮動可能に支持するシャフトとを備え
ており、前記ガイド部は、前記第１方向に延びた一対のレールと、底部とを有しており、
前記レール間に、前記雄コネクタのランナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入された
状態で、前記レールが前記雄コネクタの前記ランナー部を前記第１方向に案内可能である
、又は、前記レールが、前記雄コネクタのランナー部のランナー溝内に前記第２方向に隙
間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可能で
あり、前記ガイド部の前記底部は、前記レール間に設けられ且つ前記第１方向の一方側の
端部を有しており、当該端部に前記底部を第３方向に貫通する開口が設けられており、前
記第３方向は、前記第１方向及び前記第２方向に直交する方向である。
　本発明の更に別の態様の雌コネクタは、第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第
１方向に直交する第２方向に浮動可能な状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイ
ド部と、前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔
をあけて配置された一対の支持部であって、当該支持部を前記第２方向に貫通する支持孔
を有する前記支持部と、前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディと、前記雌ボ
ディに保持された雌端子と、前記雌ボディの少なくとも一部を前記第２方向に貫通し且つ
当該雌ボディに固定されたシャフトとを備えており、前記シャフトは、前記支持部の前記
支持孔内に前記第２方向に浮動可能に挿入されており、前記ガイド部は、前記第１方向に
延びた一対のレールと、底部とを有しており、前記レール間に、前記雄コネクタのランナ
ー部が前記第２方向に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタの前
記ランナー部を前記第１方向に案内可能である、又は、前記レールが、前記雄コネクタの
ランナー部のランナー溝内に前記第２方向に隙間を有して挿入された状態で、前記レール
が前記雄コネクタを前記第１方向に案内可能であり、前記ガイド部の前記底部は、前記レ
ール間に設けられ且つ前記第１方向の一方側の端部を有しており、当該端部に前記底部を
第３方向に貫通する開口が設けられており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第２
方向に直交する方向である。
　本発明の更に別の態様の雌コネクタは、第１方向に延びており且つ雄コネクタを前記第
１方向に直交する第２方向に浮動可能な状態で前記第１方向に案内可能な構成であるガイ
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ド部と、前記ガイド部の前記第１方向の一方側に設けられており且つ前記第２方向に間隔
をあけて配置された一対の支持部と、前記支持部間に配置された絶縁性を有する雌ボディ
であって、前記支持部に対向する少なくとも一つの対向部を有する前記雌ボディと、前記
雌ボディに保持された雌端子とを備えており、前記対向部及び前記支持部の何れか一方は
、前記第２方向に延びた軸部を有し、前記対向部及び前記支持部の他方は、前記軸部が前
記第２方向に浮動可能に挿入された支持孔を有しており、前記ガイド部は、前記第１方向
に延びた一対のレールと、底部とを有しており、前記レール間に、前記雄コネクタのラン
ナー部が前記第２方向に隙間を有して挿入された状態で、前記レールが前記雄コネクタの
前記ランナー部を前記第１方向に案内可能である、又は、前記レールが、前記雄コネクタ
のランナー部のランナー溝内に前記第２方向に隙間を有して挿入された状態で、前記レー
ルが前記雄コネクタを前記第１方向に案内可能であり、前記ガイド部の前記底部は、前記
レール間に設けられ且つ前記第１方向の一方側の端部を有しており、当該端部に前記底部
を第３方向に貫通する開口が設けられており、前記第３方向は、前記第１方向及び前記第
２方向に直交する方向である。
【００２０】
　このような態様の雌コネクタによる場合、ガイド部の底部上のゴミ（埃の固まり、糸く
ず、小石等）がガイド部から容易に除去される。なぜなら、雄コネクタのランナー部がレ
ールに第１方向に案内されるときに、ランナー部が底部上のゴミを押し出し、底部の開口
から排出させることができるからである。
　雌コネクタの雌ボディを第２方向に浮動可能とするフローティング構造が、シャフト、
支持部の支持孔及び雌ボディの貫通孔によって構成されている場合、雌コネクタのフロー
ティング構造の部品点数の低減を図ることができる。
　フローティング構造が、シャフト、支持部の支持孔及び雌ボディによって構成されてい
る場合、雌コネクタのフローティング構造の部品点数の低減を図ることができる。
　フローティング構造が、軸部及び支持孔で構成されている場合、雌コネクタのフローテ
ィング構造の部品点数の低減を図ることができる。
【００２１】
　本発明の一態様の接続構造は、上記した何れかの態様の雌コネクタと、雄コネクタとを
備えている。雄コネクタは、ランナー部と、雄ボディと、雄端子とを備えている。ランナ
ー部は、雌コネクタのガイド部に第２方向に浮動可能な状態で第１方向に案内され得る構
成であると良い。雄端子は、雄ボディに保持されており且つ雌コネクタの雌端子と接触可
能であると良い。
【００２２】
　雌コネクタのガイド部は、雌係合部を更に有する構成とすることが可能である。雄コネ
クタは、雄係合部を更に有する構成とすることが可能である。
【００２３】
　雌係合部は、第２方向に延びた係合孔とすることが可能である。雄ボディは、雄係合部
を第２方向に移動自在に収容する収容部を有する構成とすることが可能である。雄コネク
タは、雄付勢部を更に有する構成とすることが可能である。雄付勢部は雄係合部を第２方
向の一方側に付勢する構成とすることが可能である。雄コネクタのランナー部が雌コネク
タのガイド部に案内されているときに、ガイド部が雄係合部を雄付勢部の付勢力に抗して
第２方向の他方側に押圧して移動させ、雄端子が雌端子に接触し、且つ収容部と雌係合部
とが連通したときに、雄係合部が雄付勢部の付勢力によって、第２方向の一方側に移動し
、雄係合部が雌係合部に係合される構成とすることが可能である。
【００２４】
　このような態様の接続構造による場合、雄コネクタを雌コネクタに接続させるときに、
雄係合部が雄付勢部に付勢され、自動的に雌係合部に係合される。
【００２５】
　又は、雌係合部及び雄係合部の何れか一方は係合孔とすることが可能である。雌係合部
及び雄係合部の他方は、雄端子が雌端子に接触するときに、係合孔に係合可能な係合突部
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とすることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１Ａ】本発明の実施例１に係る一態様の接続構造の正面、平面及び右側面から表した
斜視図であって、雄コネクタが雌コネクタに接続される前の状態を示す図である。
【図１Ｂ】前記接続構造の正面、平面及び右側面から表した斜視図であって、雄コネクタ
が雌コネクタに接続された状態を示す図である。
【図１Ｃ】前記接続構造の図１Ｂ中の１Ｃ－１Ｃ断面図である。
【図１Ｄ】前記接続構造の図１Ｂ中の１Ｄ－１Ｄ断面図である。
【図１Ｅ】前記接続構造の図１Ｂ中の１Ｅ－１Ｅ断面図である。
【図２Ａ】前記雌コネクタの正面、底面及び左側面から表した斜視図である。
【図２Ｂ】前記雌コネクタの背面、平面及び右側面から表した斜視図である。
【図２Ｃ】前記雌コネクタの正面、底面及び左側面から表した分解斜視図である。
【図２Ｄ】前記雌コネクタの背面、平面及び左側面から表した分解斜視図である。
【図３Ａ】前記雄コネクタの正面、平面及び左側面から表した斜視図である。
【図３Ｂ】前記雄コネクタの背面、底面及び右側面から表した斜視図である。
【図３Ｃ】前記雄コネクタの正面、平面及び左側面から表した分解斜視図である。
【図３Ｄ】前記雄コネクタの背面、底面及び右側面から表した分解斜視図である。
【図４】本発明の実施例２に係る一態様の接続構造の正面、平面及び右側面から表した斜
視図であって、雄コネクタが雌コネクタに接続される前の状態を示す図である。
【図５】実施例１及び実施例２の接続構造の雌コネクタの設計変更例を示す説明図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施例１及び２について説明する。
【実施例１】
【００２８】
　本発明の実施例１に係る接続構造Ｓ１は、雌コネクタＣ１ａと、雄コネクタＣ１ｂとを
備えている。以下、雌コネクタＣ１ａについて図１Ａ～図２Ｄを参照しつつ説明し、雄コ
ネクタＣ１ｂについて図１Ａ～図１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄを参照しつつ詳しく説明する。
なお、図１Ａ～図１Ｃ及び図１Ｅに示されるＹ－Ｙ’方向は、雄コネクタＣ１ｂが雌コネ
クタＣ１ａの後述するガイド部１１０ａに案内される方向であり且つ特許請求の範囲の第
１方向に相当する。図１Ａ～図１Ｂ及び図１Ｄに示されるＸ－Ｘ’方向は、特許請求の範
囲の第２方向に相当する。Ｘ－Ｘ’方向はＹ－Ｙ’方向に直角に交差している。図１Ａ～
図１Ｅに示されるＺ－Ｚ’方向は、雌コネクタＣ１ａ及び雄コネクタＣ１ｂの高さ方向で
あり且つ特許請求の範囲の第３方向に相当する。Ｚ－Ｚ’方向は、Ｙ－Ｙ’方向及びＸ－
Ｘ’方向に直交している。
【００２９】
　雄コネクタＣ１ｂは、雄ボディ１００ｂと、ランナー部１２０ｂと、複数の雄端子２０
０ｂとを備えていると良い。
【００３０】
　雄ボディ１００ｂは、絶縁樹脂で構成されている。雄ボディ１００ｂは、雄メインボデ
ィ１１０ｂを有する構成とすることが可能である。雄メインボディ１１０ｂは、ブロック
である。
【００３１】
　ランナー部１２０ｂは、雌コネクタＣ１ａの後述するガイド部１１０ａにＸ－Ｘ’方向
に浮動可能な状態でＹ－Ｙ’方向に移動自在に案内され得る構成であれば良い。例えば、
ランナー部１２０ｂは、Ｙ－Ｙ’方向及びＸ－Ｘ’方向に延びた板、Ｙ－Ｙ’方向に延び
た一の突脈、Ｙ－Ｙ’方向に延びており且つＸ－Ｘ’方向に間隔をあけて配置された複数
の突脈、一列でＹ－Ｙ’方向に間隔をあけて配置された複数の突起、又は、複数列でＹ－
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Ｙ’方向に間隔をあけて配置された複数の突起等を有する構成とすることが可能である。
前記複数列はＸ－Ｘ’方向に間隔をあけて配置されていると良い。ランナー部１２０ｂは
、雄メインボディ１１０ｂの任意の箇所に一体的に設けられていても良いし、雄メインボ
ディ１１０ｂと別体であり、雄メインボディ１１０ｂの任意の箇所に固定されていても良
い。
【００３２】
　図１Ａ～図１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄでは、ランナー部１２０ｂは、Ｘ－Ｘ’方向及びＹ
－Ｙ’方向に延びた矩形状の板であって、雄メインボディ１１０ｂのＺ’方向の端部に一
体的に設けられている。ランナー部１２０ｂのＸ－Ｘ’方向の寸法は、雄メインボディ１
１０ｂのＺ’方向の端部のＸ－Ｘ’方向の寸法よりも大きい。
【００３３】
　雌コネクタＣ１ａは、ガイド部１１０ａと、一対の支持部１２０ａと、雌ボディ２００
ａと、複数の雌端子３００ａと、シャフト４００ａとを備えていると良い。
【００３４】
　ガイド部１１０ａはＹ－Ｙ’方向に延びている。ガイド部１１０ａは、雄コネクタＣ１
ｂのランナー部１２０ｂをＸ－Ｘ’方向に浮動可能な状態で初期位置と接続位置との間を
Ｙ－Ｙ’方向に案内可能な構成であると良い。初期位置は、ランナー部１２０ｂがガイド
部１１０ａによって案内開始される位置である。接続位置は、雄コネクタＣ１ｂが雌コネ
クタＣ１ａに接続される位置（雄コネクタＣ１ｂの後述する雄端子２００ｂが雌コネクタ
Ｃ１ａの雌端子３００ａに接触する位置）である。ガイド部１１０ａは、例えば、Ｙ－Ｙ
’方向の延びた少なくとも一つのフレーム又はＹ－Ｙ’方向延びた少なくとも一つのレー
ル溝を有する構成とすることが可能である。
【００３５】
　ガイド部１１０ａのフレーム又はレール溝は、一対のレール１１１ａを有する構成とす
ることが可能である。フレームの一対のレール１１１ａは、Ｙ－Ｙ’方向に延びた板であ
って、Ｘ－Ｘ’方向に間隔をあけて配置されている。レール溝のレール１１１ａは、レー
ル溝のＸ方向の壁及びＸ’方向の壁であって、Ｙ－Ｙ’方向に延びており且つＸ－Ｘ’方
向に間隔をあけて配置されている。レール１１１ａは、ランナー部１２０ｂ（例えば、ラ
ンナー部１２０ｂの板、一又は複数の突脈、一列又は複数列の突起）をＸ－Ｘ’方向に浮
動可能な状態でＹ－Ｙ’方向に案内可能な構成とすることが可能である。そのため、レー
ル１１１ａ間にランナー部１２０ｂがＸ－Ｘ’方向に隙間を有して挿入可能となっている
。より具体的には、レール１１１ａ間のＸ－Ｘ’方向の距離が、ランナー部１２０ｂのＸ
－Ｘ’方向の寸法よりも若干大きくなっていると良い。図１Ａ～図２Ｄでは、ガイド部１
１０ａは、フレームを有しており、このフレームの一対のレール１１１ａは、Ｚ－Ｚ’方
向に延びた後、互いに近づくように延びた略Ｌ字状である。上記したフレーム及びレール
溝は複数とすることが可能である。
【００３６】
　なお、上記ランナー部１２０ｂのＸ－Ｘ’方向の寸法は、ランナー部１２０ｂの板のＸ
－Ｘ’方向の寸法、ランナー部１２０ｂの一つの突脈のＸ－Ｘ’方向の寸法、ランナー部
１２０ｂの一列の突起のＸ－Ｘ’方向の寸法、ランナー部１２０ｂの複数の突脈のうちの
最もＸ方向側の突脈のＸ方向の端面から最もＸ’方向側の突脈のＸ’方向の端面までのＸ
－Ｘ’方向の距離、ランナー部１２０ｂの複数列の突起のうちの最もＸ方向側の列の突起
のＸ方向の端面から最もＸ’方向側の突起のＸ’方向の端面までのＸ－Ｘ’方向の距離と
することが可能である。
【００３７】
　支持部１２０ａは、ガイド部１１０ａのＹ方向側（第１方向の一方側）に設けられてお
り且つＸ－Ｘ’方向に間隔をあけて配置されている。支持部１２０ａは、例えば、ガイド
部１１０ａのフレームのレール１１１ａのＹ方向側の端又はレール溝のレール１１１ａの
Ｙ方向側の端からＹ方向に延びた構成とすることが可能である。図１Ａ～図２Ｄでは、前
者である。支持部１２０ａは、支持孔１２１ａを有している。支持孔１２１ａは、支持部
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１２０ａをＸ－Ｘ’方向に貫通している。支持孔１２１ａのＺ－Ｚ’方向の高さ位置は、
雄コネクタＣ１ｂの後述する雄接続部１３０ｂ又は雄接続孔のＺ－Ｚ’方向の高さ位置に
応じて設定されていると良い。
【００３８】
　雌ボディ２００ａは、絶縁樹脂で構成されている。雌ボディ２００ａのＸ－Ｘ’方向の
寸法は、支持部１２０ａ間のＸ－Ｘ’方向の距離よりも小さい。雌ボディ２００ａは、支
持部１２０ａ間に配置されている。雌ボディ２００ａは、少なくとも一つの貫通孔２１１
ａを有していても良い。貫通孔２１１ａは、雌ボディ２００ａの少なくとも一部をＸ－Ｘ
’方向に貫通していると良い。換言すると、貫通孔２１１ａは、雌ボディ２００ａ全体を
Ｘ－Ｘ’方向に貫通していても良い。雌ボディ２００ａは、少なくとも一つのウィング２
１０ａと、雌メインボディ２２０ａとを有する構成とすることが可能である。少なくとも
一つのウィング２１０ａは、雌メインボディ２２０ａからＹ’方向、Ｙ方向、Ｚ方向又は
Ｚ’方向の成分を含む方向に延びていると良い。貫通孔２１１ａはウィング２１０ａをＸ
－Ｘ’方向に貫通していると良い。図１Ａ～図２Ｄでは、一対のウィング２１０ａが、雌
メインボディ２２０ａのＹ方向側の端面のＸ－Ｘ’方向の両端からＹ方向に延びている。
この一対のウィング２１０ａには、当該ウィング２１０ａをＸ－Ｘ’方向に各々貫通した
貫通孔２１１ａが各々設けられている。
【００３９】
　シャフト４００ａは、Ｘ－Ｘ’方向に延びた円柱又は多角柱等の金属又は樹脂の棒であ
る。シャフト４００ａは、一対の支持部１２０ａの支持孔１２１ａ及び雌ボディ２００ａ
の少なくとも一つの貫通孔２１１ａに挿入され、雌ボディ２００ａをＸ－Ｘ’方向に浮動
可能（フローティング可能）に支持していても良い。具体的には、シャフト４００ａの外
径は、支持孔１２１ａの径に対応している又はシャフト４００ａの外形は、支持孔１２１
ａの形に対応している。換言すると、シャフト４００ａは、支持孔１２１ａに嵌合（ｆｉ
ｔ　ｉｎ）している。シャフト４００ａの外径は、雌ボディ２００ａの貫通孔２１１ａの
径よりも若干大きい又はシャフト４００ａの外形は、雌ボディ２００ａの貫通孔２１１ａ
の形よりも若干大きい。これにより、雌ボディ２００ａは、シャフト４００ａに対してＸ
－Ｘ’方向に浮動自在になっている。この場合、雌コネクタＣ１ａのフローティング構造
は、支持部１２０ａの支持孔１２１ａ、雌ボディ２００ａの貫通孔２１１ａ及びシャフト
４００ａで構成されている。
【００４０】
　又は、シャフト４００ａは、雌ボディ２００ａの少なくとも一部を貫通するように雌ボ
ディ２００ａに固定されており、且つ一対の支持部１２０ａの支持孔１２１ａ内にＸ－Ｘ
’方向に浮動可能（フローティング可能）に挿入されていても良い。具体的には、シャフ
ト４００ａが、雌ボディ２００ａの少なくとも一部（例えば、ウィング２１０ａ）にイン
サート成形されていても良いし、シャフト４００ａが雌ボディ２００ａの貫通孔２１１ａ
を貫通し、当該貫通孔２１１ａに固定されていても良い。図１Ａ～図２Ｄでは、後者が採
用されている。シャフト４００ａの外径は、支持孔１２１ａの径よりも若干小さい又はシ
ャフト４００ａの外形は、支持孔１２１ａの形よりも若干小さい。これにより、シャフト
４００ａは、支持孔１２１ａにＸ－Ｘ’方向に浮動可能に挿入され、支持されている。換
言すると、雌ボディ２００ａ及びシャフト４００ａが、支持部１２０ａの支持孔１２１ａ
にＸ－Ｘ’方向に浮動自在に支持されている。この場合、雌コネクタＣ１ａのフローティ
ング構造は、支持部１２０ａの支持孔１２１ａ、雌ボディ２００ａ及びシャフト４００ａ
で構成されている。なお、シャフト４００ａが雌ボディ２００ａの少なくとも一部にイン
サート成形される場合、貫通孔２１１ａは省略される。
【００４１】
　雌ボディ２００ａの雌メインボディ２２０ａは、例えば、矩形状、Ｙ－Ｙ’方向の断面
視略Ｌ字状、又はＹ－Ｙ’方向の断面視略Ｔ字状等のブロックとすることが可能である。
雌メインボディ２２０ａがＹ－Ｙ’方向の断面視略Ｌ字状である場合、雌メインボディ２
２０ａは、基部２２１ａと、舌部２２２ａとを有し、舌部２２２ａは、基部２２１ａのＹ
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’方向の端面のＺ方向の端部からＹ’方向に延びた構成とすることが可能である。雌メイ
ンボディ２２０ａが、Ｙ－Ｙ’方向の断面視略Ｔ字状である場合、雌メインボディ２２０
ａは、基部２２１ａと、舌部２２２ａとを有し、舌部２２２ａは、基部２２１ａのＹ’方
向の端面の中央部からＹ’方向に延びた構成とすることが可能である。図１Ａ～図２Ｄで
は、前者である。
【００４２】
　矩形状の雌メインボディ２２０ａのＹ’方向側の端部又は舌部２２２ａを、雌コネクタ
Ｃ１ａの雌接続部とすることが可能である。雌接続部が、接続位置に位置した雄コネクタ
Ｃ１ｂの雄接続孔に挿入されるようになっていると良い。又は、矩形状の雌メインボディ
２２０ａのＹ’方向側の端部又は舌部２２２ａを雌コネクタＣ１ａの雌接続部とし、且つ
雌接続部のＺ方向側及び／又は雌接続部のＺ’方向側の空間を雌接続孔とすることが可能
である。雌接続孔は、少なくとも雌接続部及び一対の支持部１２０ａにより区画される空
間とすると良い。この場合、雌接続部が、接続位置に位置した雄コネクタＣ１ｂの雄接続
孔に挿入されると共に、当該雄コネクタＣ１ｂの後述する雄接続部１３０ｂが雌接続孔に
挿入されるようになっていると良い。又は、矩形状の雌メインボディ２２０ａのＹ’方向
側の端部又は舌部２２２ａに、Ｙ’方向に開口した図示しない雌接続孔が設けられていて
も良い。この雌接続孔に、接続位置に位置した雄コネクタＣ１ｂの雄接続部１３０ｂが挿
入されるようになっていると良い。なお、図１Ａ～図２Ｄでは、雌コネクタＣ１ａは、雌
接続部である舌部２２２ａ及び舌部２２２ａのＺ’方向側の雌接続孔を有している。
【００４３】
　雌ボディ２００ａは、雌端子３００ａを接続位置に位置した雄コネクタＣ１ｂの後述す
る雄端子２００ｂに接触可能となるようにＸ－Ｘ’方向に間隔をあけて保持している。例
えば、雌ボディ２００ａは、雌ボディ２００ａ内にＸ－Ｘ’方向に間隔をあけて設けられ
た図示しない複数の保持溝を有する構成とすることが可能である。この場合、雌端子３０
０ａは、雌ボディ２００ａ内の保持溝に圧入され、保持されている。又は、雌端子３００
ａが、Ｘ－Ｘ’方向に間隔をあけて配置されるように雌ボディ２００ａ内にインサート成
形されていても良い。図１Ａ～図２Ｄでは、後者である。
【００４４】
　雌端子３００ａは、略Ｌ字状の金属板やＹ－Ｙ’方向の成分を含む方向に延びた金属板
等で構成することが可能である。雌端子３００ａは、接点部３１０ａと、テール３２０ａ
とを有している。接点部３１０ａは、雌端子３００ａの一部であって、接続位置に位置し
た雄端子２００ｂの接点部２１０ｂに接触可能となるように雌ボディ２００ａ外に露出又
は突出している。例えば、雌コネクタＣ１ａが雌接続部を有している場合、接点部３１０
ａは、雌接続部のＺ方向側の面又はＺ’方向側の面から露出又は突出していると良い。雌
コネクタＣ１ａが雌接続部及び雌接続孔を有している場合、接点部３１０ａは、雌接続部
のＺ方向側の面から露出又は突出して雌接続部のＺ方向側の雌接続孔内に配置されている
、又は、雌接続部のＺ’方向側の面から露出又は突出して雌接続部のＺ’方向側の雌接続
孔内に配置されている。雌コネクタＣ１ａが雌接続孔を有している場合、接点部３１０ａ
は雌接続孔内に配置されている。図１Ａ～図２Ｄでは、接点部３１０ａは、雌メインボデ
ィ２２０ａの舌部２２２ａのＺ’方向側の面から露出し、舌部２２２ａのＺ’方向側の雌
接続孔内に配置されている。
【００４５】
　テール３２０ａは、雌端子３００ａの別の一部であって、雌ボディ２００ａ外に露出又
は突出し、図示しない基板、図示しない端子又は図示しないケーブル等に接続可能である
と良い。例えば、テール３２０ａは、雌ボディ２００ａの雌メインボディ２２０ａのＹ方
向の端面からＹ方向に突出していても良いし、雌メインボディ２２０ａのＺ’方向の端面
からＺ’方向に突出していても良い。図１Ａ～図２Ｄでは、前者であって、テール３２０
ａが図示しない雌基板に接続可能になっている。
【００４６】
　雄コネクタＣ１ｂは、雄接続部１３０ｂを更に備えた構成とすることが可能である。雄
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接続部１３０ｂは、雌コネクタＣ１ａの雌接続孔に挿脱可能な構成であれば良い。例えば
、雄接続部１３０ｂは、ランナー部１２０ｂのＹ方向の端部に設けられており、雄メイン
ボディ１１０ｂよりもＹ方向に延びた構成とすることができるし、雄メインボディ１１０
ｂのＹ方向の端部に設けられており、ランナー部１２０ｂよりもＹ方向に延びた構成とす
ることができる。又は、雄コネクタＣ１ｂは、雄接続部１３０ｂ及び雄接続孔を更に備え
た構成とすることが可能である。雄接続部１３０ｂは前述の通りである。雄接続孔は、雄
接続部１３０ｂのＺ方向側又はＺ’方向側に設けられていると良い。又は、雄コネクタＣ
１ｂは、雄接続孔を更に備えた構成とすることが可能である。この雄接続孔は、ランナー
部１２０ｂ又は雄メインボディ１１０ｂのＹ方向の端面に設けられており且つＹ方向に開
口している。図１Ａ～図１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄでは、雄接続部１３０ｂは、ランナー部
１２０ｂのＹ方向の端部からＹ方向に延びており、雄接続孔は、雄接続部１３０ｂのＺ方
向側の端部に設けられており且つＺ方向側に開放された凹部１３１ｂである。
【００４７】
　雄ボディ１００ｂは、複数の雄端子２００ｂをＸ－Ｘ’方向に間隔をあけて保持してい
る。例えば、複数の雄端子２００ｂは、Ｘ－Ｘ’方向に間隔をあけて配置されるように雄
ボディ１００ｂ内にインサート成形されていても良い。又は、雄ボディ１００ｂは、雄ボ
ディ１００ｂ内にＸ－Ｘ’方向に間隔をあけて設けられた複数の保持溝１４０ｂを有する
構成とすることが可能である。この場合、雄端子２００ｂが、雄ボディ１００ｂの保持溝
１４０ｂに圧入され、保持されている。
【００４８】
　雄コネクタＣ１ｂが保持溝１４０ｂ及び雄接続部１３０ｂを有する場合、保持溝１４０
ｂの一部は、雄接続部１３０ｂに設けられており且つＺ方向又はＺ’方向の成分を含む方
向に開放されていると良い。雄コネクタＣ１ｂが保持溝１４０ｂ、雄接続部１３０ｂ及び
雄接続孔を有する場合、保持溝１４０ｂの一部は、雄接続部１３０ｂに設けられており且
つ雄接続孔に連通していると良い。雄コネクタＣ１ｂが保持溝１４０ｂ及び雄接続孔を有
する場合、保持溝１４０ｂは雄接続孔に連通していると良い。図１Ａ～図１Ｅ及び図３Ａ
～図３Ｄでは、保持溝１４０ｂは、雄メインボディ１１０ｂ及びランナー部１２０ｂ内に
Ｘ－Ｘ’方向に間隔をあけて設けられており、保持溝１４０ｂの一部は、雄接続部１３０
ｂの凹部１３１ｂ（雄接続孔）の底部に設けられ、凹部１３１ｂに連通するようにＺ方向
に開放されている。
【００４９】
　雄端子２００ｂは、金属板で構成することが可能である。雄端子２００ｂは、接点部２
１０ｂと、テール２２０ｂとを有している。接点部２１０ｂは、雄端子２００ｂの一部で
ある。雄コネクタＣ１ｂが雄接続部１３０ｂを有する場合、接点部２１０ｂは雄接続部１
３０ｂ又は雄接続部１３０ｂの保持溝１４０ｂの一部からＺ方向又はＺ’方向の成分を含
む方向に露出又は突出した構成とすることが可能である。雄コネクタＣ１ｂが雄接続部１
３０ｂ及び雄接続孔を有する場合、接点部２１０ｂは、雄接続部１３０ｂ又は雄接続部１
３０ｂの保持溝１４０ｂの一部からＺ方向の成分を含む方向に露出又は突出し雄接続孔内
に位置する構成、又は、雄接続部１３０ｂ又は雄接続部１３０ｂの保持溝１４０ｂの一部
からＺ’方向の成分を含む方向に露出又は突出し雄接続孔内に位置する構成とすることが
可能である。雄コネクタＣ１ｂが雄接続孔を有する場合、接点部２１０ｂは雄接続孔内に
位置していると良い。
【００５０】
　テール２２０ｂは、雄端子２００ｂの別の一部であって、雄ボディ１００ｂから突出し
ており、雄基板Ｐｂ、図示しない端子又は図示しないケーブル等に接続可能であると良い
。雄端子２００ｂは、ベース２３０ｂを更に有していても良い。接点部２１０ｂ及びテー
ル２２０ｂはベース２３０ｂから異なる方向に延びていると良い。例えば、接点部２１０
ｂがＹ方向の成分を含むに延びる一方、テール２２０ｂがＹ’方向の成分を含むに延びて
いても良い。接点部２１０ｂがＹ方向の成分を含むに延びる一方、テール２２０ｂがＺ方
向の成分を含む方向又はＺ’方向の成分を含む方向に延びていても良い。
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【００５１】
　図１Ａ～図１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄでは、雄端子２００ｂは、接点部２１０ｂと、テー
ル２２０ｂと、略Ｕ字状のベース２３０ｂとを有し、接点部２１０ｂがベース２３０ｂの
Ｚ’方向の端部からＹ方向に延び、テール２２０ｂが、ベース２３０ｂのＺ方向の二つの
端部の何れか一方からＺ方向に延びている。
【００５２】
　雄ボディ１００ｂが保持溝１４０ｂを有する場合、雄ボディ１００ｂは開放部１５０ｂ
を更に有していても良い。開放部１５０ｂは、複数の保持溝１４０ｂと雄ボディ１００ｂ
外とを連通させる開口である。開放部１５０ｂから雄端子２００ｂが保持溝１４０ｂへ挿
脱可能となる。雄コネクタＣ１ｂは、開放部１５０ｂを閉塞する蓋３００ｂを更に備えて
いても良い。図１Ａ～図１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄでは、雄ボディ１００ｂのＺ’方向の面
に設けられた開放部１５０ｂが、蓋３００ｂでＺ’方向側から閉塞されている。蓋３００
ｂは、蓋本体３１０ｂと、蓋本体３１０ｂに設けられた係合片３２０ｂとを有していても
良い。雄ボディ１００ｂは、係合孔１６０ｂを更に有していても良い。この場合、係合片
３２０ｂが係合孔１６０ｂに係合され、蓋本体３１０ｂが開放部１５０ｂを閉塞している
と良い。蓋３００ｂは、金属や樹脂等の任意の素材で構成することができる。蓋３００ｂ
が金属板で構成されている場合、雄コネクタＣ１ｂは、蓋３００ｂと雄端子２００ｂとの
間に配置される絶縁シート４００ｂを更に備えていても良い。
【００５３】
　なお、開放部１５０ｂは省略可能である。この場合、１）～３）の通りとすることがで
きる。１）保持溝１４０ｂが雄ボディ１００ｂ外に開放されていても良い。２）蓋３００
ｂは保持溝１４０ｂを閉塞する構成とすることが可能である。３）絶縁シート４００ｂが
蓋３００ｂと雄端子２００ｂとの間に配置されていても良い。なお、開放部１５０ｂが省
略されるか否かに関わらず、蓋３００ｂと雄端子２００ｂとがショートする危険性がない
場合、絶縁シート４００ｂは省略可能である。
【００５４】
　雌コネクタＣ１ａは、一対のカバー１３０ａを更に備えた構成としても良い。一対のカ
バー１３０ａは、Ｘ方向側のカバー１３０ａと、Ｘ’方向側のカバー１３０ａとを有する
。一対の支持部１２０ａは、Ｘ方向側の支持部１２０ａと、Ｘ’方向側の支持部１２０ａ
とを有する。Ｘ方向側のカバー１３０ａは、Ｘ方向側の支持部１２０ａからＸ’方向に延
びている。Ｘ’方向側のカバー１３０ａは、Ｘ’方向側の支持部１２０ａからＸ方向に延
びている。このカバー１３０ａは、以下の４）及び５）の少なくとも一つの構成を有して
いると良い。４）カバー１３０ａが雌ボディ２００ａをＺ方向側から覆っている。５）カ
バー１３０ａがＺ方向側から雌ボディ２００ａに当接している。５）の場合、カバー１３
０ａは特許請求の範囲の第２当接部として機能している。カバー１３０ａの先端同士が間
隙を有して対向していても良いし、互いに接触していても良い。カバー１３０ａは互いに
連結されていても良い。図１Ａ～図２Ｄでは、カバー１３０ａは４）及び５）の構成を有
し、カバー１３０ａの先端が互いに接触している。
【００５５】
　雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａは、少なくとも一つの底部１１２ａを更に有する
構成としても良い。底部１１２ａは、ガイド部１１０ａのフレームの一対のレール１１１
ａ間に設けられ、レール１１１ａを連結した構成とすることが可能である。又は、底部１
１２ａは、ガイド部１１０ａのレール溝の底部であって、当該レール溝のレール１１１ａ
間に設けられた構成とすることも可能である。少なくとも一つの底部１１２ａがＹ－Ｙ’
方向に延びた構成とすることができる。又は、複数の底部１１２ａがＹ－Ｙ’方向に間隔
をあけて配置された構成とすることも可能である。底部１１２ａは、雌端子３００ａの接
点部３１０ａよりもＺ’方向側に位置していると良い。図１Ａ～図２Ｄでは、底部１１２
ａがガイド部１１０ａのフレームのレール１１１ａを連結しており、Ｙ－Ｙ’方向に延び
ている。
【００５６】
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　少なくとも一つの底部１１２ａは、Ｙ方向側の端部を有する。当該端部に底部１１２ａ
をＺ－Ｚ’方向に貫通する開口１１３ａが設けられていても良い。開口１１３ａは、雌コ
ネクタＣ１ａの雌接続部のＺ’方向側に位置していても良いし、雌コネクタＣ１ａの雌接
続部よりもＹ’方向側に位置していても良い。図１Ａ～図２Ｄでは、前者である。なお、
開口１１３ａは省略可能である。
【００５７】
　雌コネクタＣ１ａが、ガイド部１１０ａのフレームの一対のレール１１１ａ及び底部１
１２ａと、一対の支持部１２０ａとを備えている場合、レール１１１ａ、底部１１２ａ及
び支持部１２０ａが、一つの素材（例えば、一枚の金属板、金属又は樹脂）で構成されて
いても良い。雌コネクタＣ１ａが、ガイド部１１０ａのフレームの一対のレール１１１ａ
、一対の支持部１２０ａ及びカバー１３０ａを備えている場合、レール１１１ａ、支持部
１２０ａ及びカバー１３０ａが、一つの素材（例えば、一枚の金属板、金属又は樹脂）で
構成されていても良い。この場合、カバー１３０ａが互いに連結されていると良い。又は
、雌コネクタＣ１ａが、ガイド部１１０ａのフレームの一対のレール１１１ａ及び底部１
１２ａと、一対の支持部１２０ａと、一対のカバー１３０ａとを備えている場合、レール
１１１ａ、底部１１２ａ、支持部１２０ａ及びカバー１３０ａが、一つの素材（例えば、
一枚の金属板、金属又は樹脂）で構成されていても良い。図１Ａ～図２Ｄでは、フレーム
のレール１１１ａ、当該フレームの底部１１２ａ、支持部１２０ａ及びカバー１３０ａが
一枚の金属板で構成されている。なお、上記の通り、カバー１３０ａ及び／又は底部１１
２ａは省略可能である。
【００５８】
　雌コネクタＣ１ａは、雌付勢部５００ａを更に備えた構成としても良い。雌付勢部５０
０ａは、底部１１２ａに固定されており且つガイド部１１０ａに案内される雄コネクタＣ
１ｂをＺ方向側に付勢する構成であれば良い。例えば、雌付勢部５００ａは、係合アーム
５１０ａと、一対の付勢アーム５２０ａと、ベース５３０ａとを有する構成とすることが
可能である。係合アーム５１０ａがベース５３０ａの中央部からＹ方向に延びている。付
勢アーム５２０ａがベース５３０ａのＸ－Ｘ’方向の両端部からＹ方向に延びている。ガ
イド部１１０ａの底部１１２ａには、係合部１１４ａ及び一対の切欠き１１５ａが設けら
れている。係合部１１４ａは、挿入孔と、懸架部とを有している。係合部１１４ａの挿入
孔は底部１１２ａをＺ－Ｚ’方向貫通している。係合部１１４ａの懸架部は、挿入孔のＸ
方向の縁とＸ’方向の縁とに懸架されている。係合アーム５１０ａは、底部１１２ａのＺ
’方向側から挿入孔に挿入され、Ｚ方向から懸架部に係合している。ベース５３０ａは、
底部１１２ａにＺ’方向側から当接している。切欠き１１５ａは底部１１２ａをＺ－Ｚ’
方向に貫通している。付勢アーム５２０ａの先端部がＺ’方向から切欠き１１５ａを通じ
てガイド部１１０ａ内に挿入されている。又は、雌付勢部５００ａは、底部１１２ａ上に
固定された板バネ、コイルスプリング又はゴム等の弾性体であっても良い。図１Ａ～図２
Ｄでは、前者である。
【００５９】
　雄コネクタＣ１ｂの雄端子２００ｂの接点部２１０ｂが雄接続部１３０ｂからＺ方向に
露出又は突出し、且つ雌端子３００ａの接点部３１０ａが雌接続部からＺ’方向に露出又
は突出している場合、又は接点部２１０ｂが雄接続孔内に位置し、且つ雌端子３００ａの
接点部３１０ａが雌接続部からＺ’方向に露出又は突出している場合、又は、雄コネクタ
Ｃ１ｂの雄端子２００ｂの接点部２１０ｂが雄接続部１３０ｂからＺ方向に露出又は突出
し、且つ接点部３１０ａが雌接続孔内に位置している場合、雌付勢部５００ａが雄コネク
タＣ１ｂをＺ方向に付勢することによって、接点部２１０ｂを接点部３１０ａに弾性的に
接触させることが可能になる。
【００６０】
　雌コネクタＣ１ａが、雌ボディ２００ａにＺ方向側から当接するカバー１３０ａを備え
ている場合、雌付勢部５００ａが雄コネクタＣ１ｂをＺ方向に付勢することによって、雄
コネクタＣ１ｂ及び雌ボディ２００ａがカバー１３０ａに押し付けられる。換言すると、
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雄コネクタＣ１ｂ及び雌ボディ２００ａがカバー１３０ａと雌付勢部５００ａとによって
弾性的に挟持される。このため、雄コネクタＣ１ｂが接続位置でＺ－Ｚ’方向にガタつく
ことが抑制される。
【００６１】
　雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａは、一対の第１当接部１１１ａ１を有する構成と
することが可能である。第１当接部１１１ａ１は、雌付勢部５００ａにＺ方向に付勢され
た雄コネクタＣ１ｂのランナー部１２０ｂがＺ’方向側から当接可能な構成であれば良い
。例えば、第１当接部１１１ａ１は、ガイド部１１０ａのフレームのレール１１１ａが互
いに近づくように折り曲げられた折り曲げ部であって、ランナー部１２０ｂのＺ方向側に
位置する構成とすることが可能である。又は、第１当接部は、ガイド部１１０ａのフレー
ムのレール１１１ａに設けられており且つ互いに近づく方向に凸の突脈であって、ランナ
ー部１２０ｂのＺ方向側に位置する構成とすることが可能である。又は、第１当接部１１
１ａ１は、ガイド部１１０ａのレール溝のレール１１１ａに設けられた互いに近づく方向
に凸の突脈であって、ランナー部１２０ｂのＺ方向側に位置する構成とすることが可能で
ある。図１Ａ～図２Ｄでは、第１当接部１１１ａ１は、折り曲げ部である。雌付勢部５０
０ａの付勢力によって、雄コネクタＣ１ｂのランナー部１２０ｂが第１当接部１１１ａ１
に押し付けられる。換言すると、雄コネクタＣ１ｂが第１当接部１１１ａ１と雌付勢部５
００ａとによって弾性的に挟持される。よって、雄コネクタＣ１ｂが接続位置でＺ－Ｚ’
方向にガタつくことが抑制される。なお、雌コネクタＣ１ａは、上記した第１当接部１１
１ａ１及び第２当接部の少なくとも一つを有している構成とすることができるし、第１当
接部１１１ａ１及び第２当接部を有していない構成とすることも可能である。
【００６２】
　雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａは、雌係合部１１６ａを更に備えた構成とするこ
とが可能である。雌係合部１１６ａはガイド部１１０ａに設けられており且つＸ－Ｘ’方
向に延びた係合孔であると良い。図１Ａ～図２Ｄでは、雌係合部１１６ａは、Ｘ’方向側
のレール１１１ａをＸ－Ｘ’方向に貫通した係合孔である。
【００６３】
　雄コネクタＣ１ｂは、雄係合部５００ｂと、雄付勢部６００ｂとを更に備えた構成とす
ることが可能である。雄係合部５００ｂは、係合ブロックである。雄付勢部６００ｂは、
コイルスプリング又はゴム等の弾性体である。雄コネクタＣ１ｂの雄ボディ１００ｂは、
収容部１７０ｂを更に有する構成とすることが可能である。収容部１７０ｂは雄ボディ１
００ｂに設けられた凹部であって、Ｘ－Ｘ’方向に延びており、雄コネクタＣ１ｂが接続
位置に位置したときに収容部１７０ｂが雌係合部１１６ａに連通可能となるように開口し
ていると良い。雄係合部５００ｂは、収容部１７０ｂ内にＸ－Ｘ’方向に移動自在に収容
されている。雄付勢部６００ｂは、収容部１７０ｂ内で当該収容部１７０ｂの壁と雄係合
部５００ｂとの間に配置され、雄係合部５００ｂをＸ方向及びＸ’方向のうちの何れか一
方（図１Ａ～図１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄでは、Ｘ’方向）に付勢している。雄コネクタＣ
１ｂのランナー部１２０ｂが雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａに案内されるとき、雄
係合部５００ｂに設けられたテーパー面がガイド部１１０ａの第１当接部１１１ａ１の一
方に当接することによって、雄係合部５００ｂが雄付勢部６００ｂの付勢力に抗してＸ方
向及びＸ’方向のうちの他方（図１Ａ～図１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄでは、Ｘ方向）に移動
する構成としても良い。又は、雄コネクタＣ１ｂのランナー部１２０ｂが雌コネクタＣ１
ａのガイド部１１０ａに案内されるとき、使用者が雄係合部５００ｂを雄付勢部６００ｂ
の付勢力に抗してＸ方向及びＸ’方向のうちの他方に移動させても良い。雄コネクタＣ１
ｂのランナー部１２０ｂが雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａに案内され、雄コネクタ
Ｃ１ｂが接続位置に位置したときに、雄コネクタＣ１ｂの収容部１７０ｂと雌コネクタＣ
１ａの雌係合部１１６ａとが連通する。これにより、雄係合部５００ｂが雄付勢部６００
ｂの付勢力によって、雌係合部１１６ａ内に挿入され、係合される。なお、収容部１７０
ｂの開口の縁部には、雄係合部５００ｂの一部に当接し、雄係合部５００ｂが所定以上Ｘ
方向及びＸ’方向のうちの何れか一方に移動することを規制する規制部が設けられていて



(21) JP 6545046 B2 2019.7.17

10

20

30

40

50

も良い。
【００６４】
　雄コネクタＣ１ｂは、固定部材７００ｂと、ピン又はネジ８００ｂとを更に備えた構成
とすることが可能である。固定部材７００ｂは、雄係合部５００ｂ及び雄付勢部６００ｂ
を少なくとも部分的にＺ方向側から覆うように雄ボディ１００ｂに固定されている。ピン
又はネジ８００ｂは、固定部材７００ｂを雄ボディ１００ｂに固定している。図１Ａ～図
１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄでは、固定部材７００ｂは、Ｚ－Ｚ’方向の断面視略Ｕ字状であ
って、雄ボディ１００ｂの一対のスリットに挿入される二つの先端部を有しており、ピン
又はネジ８００ｂが、固定部材７００ｂを貫通し、雄ボディ１００ｂの嵌合孔に嵌合又は
ネジ孔に螺着されている。
【００６５】
　なお、雌係合部１１６ａ及び雄係合部５００ｂは、上記構成に代えて、下記構成とする
ことが可能である。雌係合部１１６ａ及び雄係合部５００ｂの何れか一方を係合孔、他方
を係合突部とすることが可能である。雄コネクタＣ１ｂが接続位置に位置したときに、係
合突部が係合孔に係合される構成とすると良い。この場合、雄付勢部６００ｂは省略可能
である。雄コネクタＣ１ｂが接続位置に位置したときに、雄コネクタＣ１ｂを雌コネクタ
Ｃ１ａに対して位置固定する必要がない場合には、雌係合部１１６ａ、雄付勢部６００ｂ
及び雄付勢部６００ｂは、省略可能である。
【００６６】
　以下、図１Ａ～図２Ｄに示される雌コネクタＣ１ａの製造工程について詳しく説明する
。まず、一枚の金属板をプレス成形させる。このプレス成形は、ガイド部１１０ａの一対
のレール１１１ａ及びレール１１１ａに連続する一対の支持部１２０ａを底部１１２ａに
対してＺ方向に折り曲げること、及び、Ｘ方向側のカバー１３０ａをＸ方向側の支持部１
２０ａに対してＸ’方向に折り曲げ且つＸ’方向側のカバー１３０ａをＸ’方向側の支持
部１２０ａに対してＸ方向に折り曲げることを含む。その一方で、複数の雌端子３００ａ
を雌ボディ２００ａ内にインサート成形する。これにより、雌端子３００ａが雌ボディ２
００ａにＸ－Ｘ’方向に間隔をあけて保持される。その後、シャフト４００ａを用意する
。雌ボディ２００ａを支持部１２０ａ間に配置してカバー１３０ａに当接させ、且つ雌ボ
ディ２００ａの貫通孔２１１ａを支持部１２０ａの支持孔１２１ａに連通させる。この状
態で、シャフト４００ａを支持部１２０ａの支持孔１２１ａ及び雌ボディ２００ａの貫通
孔２１１ａに挿入する。これにより、雌ボディ２００ａ及び雌端子３００ａが支持部１２
０ａ間でシャフト４００ａにＸ－Ｘ’方向に浮動自在に支持される。その後、雌付勢部５
００ａを用意する。雌付勢部５００ａの係合アーム５１０ａを底部１１２ａの係合部１１
４ａに係合させ、雌付勢部５００ａの一対の付勢アーム５２０ａの先端部をＺ’方向側か
ら底部１１２ａの切欠き１１５ａを通じてガイド部１１０ａ内に挿入させる。このように
して雌コネクタＣ１ａが製造される。その後、雌端子３００ａのテール３２０ａを雌基板
に各々接続させる。なお、雌コネクタＣ１ａの底部１１２ａのＺ’方向の面に図示しない
雌側ケースを固定することができる。この雌側ケース内の開口内に雌基板が収容されると
良い。雌側ケース内には、雌基板に実装又は接続される少なくとも一つの電子部品が収容
されていても良い。
【００６７】
　以下、図１Ａ～図１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄに示される雄コネクタＣ１ｂの製造工程につ
いて詳しく説明する。まず、雄ボディ１００ｂを樹脂成形する。この樹脂成形時に、ラン
ナー部１２０ｂが雄ボディ１００ｂの一部として成形される。その後、雄端子２００ｂを
用意する。雄端子２００ｂを雄ボディ１００ｂの開放部１５０ｂから保持溝１４０ｂに各
々収容させる。雄端子２００ｂのテール２２０ｂが保持溝１４０ｂからＺ方向に各々突出
し、当該雄端子２００ｂの接点部３１０ａの先端部が保持溝１４０ｂから各々突出し、雄
接続部１３０ｂの凹部１３１ｂ内に配置される。その後、絶縁シート４００ｂを用意する
。絶縁シート４００ｂを、雄端子２００ｂを覆うように雄ボディ１００ｂの開放部１５０
ｂ内に挿入する。その後、蓋３００ｂを用意する。蓋３００ｂの係合片３２０ｂを雄ボデ
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ィ１００ｂの係合孔１６０ｂに挿入させ、係合させると共に、蓋３００ｂの蓋本体３１０
ｂに開放部１５０ｂを閉塞させる。その後、雄係合部５００ｂ及び雄付勢部６００ｂを用
意する。雄係合部５００ｂ及び雄付勢部６００ｂを雄ボディ１００ｂの収容部１７０ｂ内
に収容させる。このとき、雄付勢部６００ｂを収容部１７０ｂのＸ方向の壁と雄係合部５
００ｂとの間に配置させる。これにより、雄付勢部６００ｂが雄係合部５００ｂをＸ’方
向に付勢する。その後、固定部材７００ｂを用意する。固定部材７００ｂの両先端部を雄
ボディ１００ｂの一対のスリットに挿入する。すると、固定部材７００ｂが雄係合部５０
０ｂ及び雄付勢部６００ｂをＺ方向から部分的に覆う。その後、ピン又はネジ８００ｂを
用意する。ピン又はネジ８００ｂによって固定部材７００ｂを雄ボディ１００ｂに固定さ
せる。このようにして雄コネクタＣ１ｂが製造される。その後、雄端子２００ｂのテール
２２０ｂに雄基板Ｐｂに各々接続させる。なお、雄コネクタＣ１ｂの雄ボディ１００ｂに
雄側ケースを固定することができる。この場合、ランナー部１２０ｂ、雄ボディ１００ｂ
のＺ’方向側の端部、及び雄付勢部６００ｂのＺ’方向側の端部が雄側ケース外に配置さ
れる。雄側ケース内には、雄基板Ｐｂ、及び雄基板Ｐｂに実装又は接続される少なくとも
一つの電子部品が収容されていても良い。
【００６８】
　以下、上記の通り製造された雄コネクタＣ１ｂ及び雌コネクタＣ１ａを接続する手順に
ついて詳しく説明する。雄コネクタＣ１ｂのランナー部１２０ｂを雌コネクタＣ１ａのガ
イド部１１０ａのレール１１１ａ間に挿入し、ランナー部１２０ｂをレール１１１ａにＸ
－Ｘ’方向に浮動可能な状態で初期位置から接続位置へＹ－Ｙ’方向に移動させる。この
ランナー部１２０ｂの移動の過程で、雄コネクタＣ１ｂの雄係合部５００ｂのテーパー面
が雌コネクタＣ１ａのＸ’方向側のレール１１１ａの第１当接部１１１ａ１に押圧され、
この押圧により雄係合部５００ｂが雄付勢部６００ｂの付勢力に抗してＸ方向に移動し、
且つ雌コネクタＣ１ａの雌付勢部５００ａの付勢アーム５２０ａが雄コネクタＣ１ｂをＺ
方向に付勢し、この付勢力により雄コネクタＣ１ｂのランナー部１２０ｂが雌コネクタＣ
１ａのレール１１１ａの第１当接部１１１ａ１にＺ’方向側から当接する。雄コネクタＣ
１ｂが接続位置に位置すると、雄コネクタＣ１ｂの収容部１７０ｂと雌コネクタＣ１ａの
雌係合部１１６ａとが連通し、雄係合部５００ｂが雄付勢部６００ｂの付勢力によってＸ
’方向に移動し雌係合部１１６ａに係合される。これと共に、雄コネクタＣ１ｂの雄接続
部１３０ｂが雌コネクタＣ１ａの雌接続孔内に挿入され、且つ雌コネクタＣ１ａの舌部２
２２ａ（雌接続部）が雄コネクタＣ１ｂの雄接続部１３０ｂの凹部１３１ｂ（雄接続孔）
内に挿入される。すると、雌付勢部５００ａに付勢された雄コネクタＣ１ｂの雄接続部１
３０ｂからＺ方向に突出する雄端子２００ｂの接点部２１０ｂが、雌コネクタＣ１ａの舌
部２２２ａからＺ’方向に露出した雌端子３００ａの接点部３１０ａに弾性的に接触する
。これにより、雄コネクタＣ１ｂが雌コネクタＣ１ａに接続される。
【００６９】
　以上のような接続構造Ｓ１は、以下の技術的特徴を有している。第１に、雌コネクタＣ
１ａのフローティング構造の部品点数が低減される。なぜなら、雌コネクタＣ１ａのフロ
ーティング構造は、第１構成又は第２構成となっているからである。第１構成は、シャフ
ト４００ａが支持部１２０ａの支持孔１２１ａ及び雌ボディ２００ａの貫通孔２１１ａに
挿入され、雌ボディ２００ａを支持部１２０ａ間でＸ－Ｘ’方向にフローティング自在に
支持したシンプルな構成である。第２構成は、シャフト４００ａが雌ボディ２００ａの少
なくとも一部をＸ－Ｘ’方向に貫通するように当該雌ボディ２００ａに固定され、且つ支
持部１２０ａの支持孔１２１ａ内にＸ－Ｘ’方向にフローティング自在に挿入されたシン
プルな構成である。
【００７０】
　第２に、雌コネクタＣ１ａがカバー１３０ａ及び底部１１２ａを備えている場合、雌コ
ネクタＣ１ａの使用者が、雌端子３００ａの接点部３１０ａに接触する可能性を低減する
ことができる。その理由は以下の通りである。雌コネクタＣ１ａのカバー１３０ａが雌ボ
ディ２００ａをＺ方向側から覆う一方、雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａの底部１１
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２ａが、雌ボディ２００ａの舌部２２２ａからＺ’方向側に露出した雌端子３００ａの接
点部３１０ａよりもＺ’方向に配置されている。
【００７１】
　第３に、雌コネクタＣ１ａがカバー１３０ａ及び／又は第１当接部１１１ａ１付きのガ
イド部１１０ａを備えている場合、雄コネクタＣ１ｂが接続位置でＺ－Ｚ’方向にガタつ
くことが抑制され、且つ雌コネクタＣ１ａと雄コネクタＣ１ｂとの接続の安定性を向上さ
せることができる。その理由は以下の通りである。雄コネクタＣ１ｂのランナー部１２０
ｂがガイド部１１０ａに案内され、接続位置に位置したとき、雄コネクタＣ１ｂが雌コネ
クタＣ１ａの雌付勢部５００ａによりＺ方向に付勢される。この付勢力によって、雄コネ
クタＣ１ｂのランナー部１２０ｂが雌コネクタＣ１ａの第１当接部１１１ａ１にＺ’方向
側から当接する、及び／又は、雄コネクタＣ１ｂの雄端子２００ｂの接点部２１０ｂが雌
コネクタＣ１ａの雌端子３００ａの接点部３１０ａにＺ’方向側から弾性接触する。換言
すると、雄コネクタＣ１ｂが雌付勢部５００ａと雌コネクタＣ１ａの第１当接部１１１ａ
１とにＺ－Ｚ’方向において弾性的に挟持される、及び／又は、雄コネクタＣ１ｂ及び雌
ボディ２００ａが雌付勢部５００ａとカバー１３０ａとにＺ－Ｚ’方向において弾性的に
挟持される。このため、雄コネクタＣ１ｂが接続位置でＺ－Ｚ’方向にガタつくことが抑
制され、その結果、雌コネクタＣ１ａと雄コネクタＣ１ｂとの接続の安定性を向上させる
ことができる。
【００７２】
　第４に、雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａが、開口１１３ａ付きの底部１１２ａを
有している場合、ガイド部１１０ａの底部１１２ａ上のゴミ（埃の固まり、糸くず、小石
等）を容易に除去することができる。その理由は以下の通りである。雄コネクタＣ１ｂの
ランナー部１２０ｂがガイド部１１０ａのレール１１１ａにより案内されるときに、ラン
ナー部１２０ｂが底部１１２ａ上のゴミをＹ方向に押し出し、底部１１２ａの開口１１３
ａから排出させることができる。
【００７３】
　第５に、雄コネクタＣ１ｂが、収容部１７０ｂを有する雄ボディ１００ｂ、雄係合部５
００ｂ及び雄付勢部６００ｂを備えており、且つ雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａが
雌係合部１１６ａを有している場合、雄コネクタＣ１ｂが接続位置に位置したときに、雄
コネクタＣ１ｂを雌コネクタＣ１ａに対して自動的に位置固定することができる。その理
由は以下の通りである。接続位置で、雄コネクタＣ１ｂの収容部１７０ｂと雌コネクタＣ
１ａの雌係合部１１６ａとが連通し、雄付勢部６００ｂに付勢された雄係合部５００ｂが
雌係合部１１６ａに係合されるからである。
【００７４】
　第６に、雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａ、支持部１２０ａ及びカバー１３０ａが
金属板で構成されており且つシャフト４００ａが金属製である場合、雄コネクタＣ１ｂの
ランナー部１２０ｂが雌コネクタＣ１ａのガイド部１１０ａ内でこじられたとしても、そ
の負荷に対する耐性を向上させることができる。
【実施例２】
【００７５】
　本発明の実施例２に係る接続構造Ｓ２について、図４を参照しつつ詳しく説明する。接
続構造Ｓ２は、雌コネクタＣ２ａと、雄コネクタＣ２ｂを備えている。図４にも、実施例
１と同様に、Ｙ－Ｙ’方向、Ｘ－Ｘ’方向及びＺ－Ｚ’方向が示されている。
【００７６】
　雄コネクタＣ２ｂは、ランナー部１２０ｂ’の構成が実施例１の雄コネクタＣ１ｂのラ
ンナー部１２０ｂの構成と相違している以外、雄コネクタＣ１ｂと同様の構成である。以
下、この相違点について詳しく説明し、雄コネクタＣ２ｂについて実施例１と重複する説
明は省略する。
【００７７】
　ランナー部１２０ｂ’は、雌コネクタＣ２ａの後述するガイド部１１０ａ’にＸ－Ｘ’
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方向に浮動可能な状態でＹ－Ｙ’方向に移動自在に案内され得る構成であれば良い。ラン
ナー部１２０ｂ’は、例えば、Ｙ－Ｙ’方向に延びた少なくとも一つのランナー溝１２１
ｂ’を有する構成とすることが可能である。ランナー部１２０ｂ’は、雄メインボディ１
１０ｂの任意の箇所に一体的に設けられていても良いし、雄メインボディ１１０ｂと別体
であり、雄メインボディ１１０ｂの任意の箇所に固定されていても良い。
【００７８】
　図４では、ランナー部１２０ｂ’は、Ｘ－Ｘ’方向及びＹ－Ｙ’方向に延びた矩形状の
板であって、雄メインボディ１１０ｂのＺ’方向の端部に一体的に設けられている。この
ランナー部１２０ｂ’は、Ｙ－Ｙ’方向に延びており且つＸ－Ｘ’方向に間隔をあけて配
置された一対のランナー溝１２１ｂ’を有している。一対のランナー溝１２１ｂ’は、Ｘ
－Ｘ’方向において対称形状であって、Ｚ方向に延びた後、互いに近づく方向に延びてい
る。
【００７９】
　雌コネクタＣ２ａは、ガイド部１１０ａ’の構成が実施例１の雌コネクタＣ１ａのガイ
ド部１１０ａの構成と相違している以外、雌コネクタＣ１ａと同様の構成である。以下、
この相違点について詳しく説明し、雌コネクタＣ２ａについて実施例１と重複する説明に
は省略する。
【００８０】
　雌コネクタＣ２ａのガイド部１１０ａ’は、Ｙ－Ｙ’方向に延びている。ガイド部１１
０ａ’は、少なくとも一つのレール１１１ａ’を有している。レール１１１ａ’は、Ｙ－
Ｙ’方向に延びている。レール１１１ａ’は、雄コネクタＣ２ｂのランナー部１２０ｂ’
のランナー溝１２１ｂ’内にＸ－Ｘ’方向に隙間を有して挿入され、ランナー溝１２１ｂ
’内をＹ－Ｙ’方向に移動可能であれば良い。より具体的には、レール１１１ａ’のＸ－
Ｘ’方向の寸法が、ランナー部１２０ｂ’のランナー溝１２１ｂ’のＸ－Ｘ’方向の寸法
よりも若干小さくなっていると良い。
【００８１】
　なお、図４に示される雌コネクタＣ２ａは、図１Ａ～図２Ｄに示される雌コネクタＣ１
ａと実質的に同じ構成であるが、この雌コネクタＣ２ａは、ガイド部１１０ａ’の一対の
レール１１１ａ’が、上記一対のランナー溝１２１ｂ’の形状に各々対応しており且つ当
該ランナー溝１２１ｂ’内をＸ－Ｘ’方向に隙間を有して挿入され、ランナー溝１２１ｂ
’内をＹ－Ｙ’方向に移動可能である点で、雌コネクタＣ１ａと相違している。一対のレ
ール１１１ａ’は、折り曲げ部である第１当接部１１１ａ１’を有していても良いし、有
していなくても良い。
【００８２】
　上記したガイド部１１０ａ’は、３以上のレール１１１ａ’を有し、ランナー部１２０
ｂ’が３以上のランナー溝１２１ｂ’を有する構成とすることが可能である。
【００８３】
　支持部１２０ａは、ガイド部１１０ａ’のＹ方向側に設けられており且つＸ－Ｘ’方向
に間隔をあけて配置されている。支持部１２０ａは、例えば、ガイド部１１０ａ’の一対
のレール１１１ａ’のＹ方向側の端からＹ方向に延びた構成とすることが可能である。支
持部１２０ａについては、実施例１の記載の通りである。
【００８４】
　雌コネクタＣ２ａのガイド部１１０ａ’は、少なくとも一つの底部１１２ａを更に有す
る構成としても良い。底部１１２ａは、ガイド部１１０ａ’の一対のレール１１１ａ’間
に設けられ、レール１１１ａ’を連結した構成とすることが可能である。底部１１２ａに
ついては、実施例１の記載の通りである。
【００８５】
　雌コネクタＣ２ａが、第１当接部１１１ａ１’付きのレール１１１ａ’を有するガイド
部１１０ａ’及び雌付勢部５００ａを備えている場合、雄コネクタＣ２ｂのランナー部１
２０ｂ’は、ランナー溝１２１ｂ’の縁部を更に有していても良い。縁部は、レール１１
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１ａ’がランナー溝１２１ｂ’に挿入されたときに、第１当接部１１１ａ１’のＺ’方向
側に位置するようにランナー溝１２１ｂ’内に設けられている。雄コネクタＣ２ｂが雌付
勢部５００ａによってＺ方向側に付勢されたとき、ランナー部１２０ｂ’のランナー溝１
２１ｂ’の縁部が第１当接部１１１ａ１’にＺ’方向側から当接する。
【００８６】
　雄コネクタＣ２ｂが、雄係合部５００ｂ及び雄付勢部６００ｂを更に備えている場合、
雄コネクタＣ２ｂは次のような構成となっている。ランナー部１２０ｂ’の一対のランナ
ー溝１２１ｂ’の何れか一方（図４では、Ｘ’方向側のランナー溝１２１ｂ’）が、雄ボ
ディ１００ｂの収容部１７０ｂに連通している。雄コネクタＣ２ｂの雄係合部５００ｂの
テーパー面が一対のランナー溝１２１ｂ’の何れか一方内に位置しており、一対のレール
１１１ａ’の何れか一方の第１当接部１１１ａ１’に押圧されるようになっている。ラン
ナー部１２０ｂ’に、雄係合部５００ｂのＸ－Ｘ’方向の移動を阻害しないようにするた
めの切欠き１２２ｂ’が設けられていると良い。切欠き１２２ｂ’は、一対のランナー溝
１２１ｂ’の何れか一方及び収容部１７０ｂに連通している。
【００８７】
　図４に示される雌コネクタＣ２ａは、図１Ａ～図２Ｄに示される雌コネクタＣ１ａと同
様に製造される。図４に示される雄コネクタＣ２ｂは、雄ボディ１００ｂを樹脂成形する
ときに、ランナー部１２０ｂに代えて、ランナー部１２０ｂ’が成形される以外、図１Ａ
～図１Ｅ及び図３Ａ～図３Ｄに示される雄コネクタＣ１ｂと同様に製造される。
【００８８】
　以下、上記の通り製造された雄コネクタＣ２ｂ及び雌コネクタＣ２ａを接続する手順に
ついて詳しく説明する。雌コネクタＣ２ａのガイド部１１０ａ’のレール１１１ａ’を雄
コネクタＣ２ｂのランナー部１２０ｂ’のランナー溝１２１ｂ’内に挿入し、ランナー部
１２０ｂ’をレール１１１ａ’に沿ってＸ－Ｘ’方向に浮動可能な状態で初期位置から接
続位置へ移動させる。このランナー部１２０ｂ’の移動の過程で、雄コネクタＣ２ｂの雄
係合部５００ｂのテーパー面がＸ’方向側のランナー溝１２１ｂ’内で雌コネクタＣ２ａ
のＸ’方向側のレール１１１ａ’の第１当接部１１１ａ１’に押圧され、この押圧により
雄係合部５００ｂが雄付勢部６００ｂの付勢力に抗してＸ方向に移動し、且つ雌コネクタ
Ｃ２ａの雌付勢部５００ａの付勢アーム５２０ａが雄コネクタＣ２ｂをＺ方向に付勢し、
この付勢力により雄コネクタＣ２ｂのランナー部１２０ｂ’のランナー溝１２１ｂ’の縁
部が雌コネクタＣ２ａのレール１１１ａ’の第１当接部１１１ａ１’にＺ’方向側から当
接する。雄コネクタＣ２ｂが接続位置に位置すると、雄コネクタＣ２ｂの収容部１７０ｂ
と雌コネクタＣ２ａの雌係合部１１６ａとが連通し、雄係合部５００ｂが雄付勢部６００
ｂの付勢力によってＸ’方向に移動し雌係合部１１６ａに係合される。これと共に、雄コ
ネクタＣ２ｂの雄接続部１３０ｂが雌コネクタＣ２ａの雌接続孔内に挿入され、且つ雌コ
ネクタＣ２ａの舌部２２２ａ（雌接続部）が雄コネクタＣ２ｂの雄接続部１３０ｂの凹部
１３１ｂ（雄接続孔）内に挿入される。すると、雌付勢部５００ａに付勢された雄コネク
タＣ２ｂの雄接続部１３０ｂからＺ方向に突出する雄端子２００ｂの接点部２１０ｂが、
雌コネクタＣ２ａの雌ボディ２００ａの舌部２２２ａからＺ’方向に露出した雌端子３０
０ａの接点部３１０ａに弾性的に接触する。これにより、雄コネクタＣ２ｂが雌コネクタ
Ｃ２ａに接続される。
【００８９】
　以上のような接続構造Ｓ２は、接続構造Ｓ１の第１～第６の技術的特徴と同様の技術的
特徴を有している。
【００９０】
　なお、上記した接続構造、雌コネクタ及び雄コネクタは、上記実施例に限定されるもの
ではなく、特許請求の範囲の記載範囲において任意に設計変更することが可能である。以
下、詳しく述べる。
【００９１】
　上記した何れかの態様の雌コネクタのフローティング構造は、以下の構成に設計変更す
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ることが可能である。雌ボディ２００ａ’は、一対の支持部１２０ａ’間に配置されてい
る（図５参照）。雌ボディ２００ａ’は、雌メインボディ２２０ａ’と、一対の支持部１
２０ａ’に対向する少なくとも一つの対向部２３０ａ’とを有する構成とすることが可能
である。少なくとも一つの対向部２３０ａ’は、雌メインボディ２２０ａ’の一部であっ
ても良いし、雌メインボディ２２０ａ’から延びていていも良いし、雌メインボディ２２
０ａ’に固着されていても良い。
【００９２】
　例えば、雌ボディ２００ａ’が一つの対向部２３０ａ’を有する場合、対向部２３０ａ
’のＸ方向の端面からＸ方向に延びた軸部４１０ａ’が、Ｘ方向側の支持部１２０ａ’の
支持孔４２０ａ’内にＸ－Ｘ’方向に浮動自在に挿入され、且つ対向部２３０ａ’のＸ’
方向の端面からＸ’方向に延びた別の軸部４１０ａ’が、Ｘ’方向側の支持部１２０ａ’
の支持孔４２０ａ’内にＸ－Ｘ’方向に浮動自在に挿入された構成とすることが可能であ
る。又は、雌ボディ２００ａ’が一つの対向部２３０ａ’を有する場合、対向部２３０ａ
’にＸ－Ｘ’方向に延びる少なくとも一つの支持孔４２０ａ’が設けられており、Ｘ方向
側の支持部１２０ａ’からＸ’方向に延びた軸部４１０ａ’が支持孔４２０ａ’内にＸ－
Ｘ’方向に浮動自在に挿入されると共に、Ｘ’方向側の支持部１２０ａ’からＸ方向に延
びた別の軸部４１０ａ’が支持孔４２０ａ’内にＸ－Ｘ’方向に浮動自在に挿入される構
成とすることが可能である。又は、雌ボディ２００ａ’が一対の対向部２３０ａ’を有す
る場合、一対の対向部２３０ａ’及び一対の支持部１２０ａの何れか一方は、Ｘ－Ｘ’方
向に延びた一対の軸部４１０ａ’を有し、一対の対向部２３０ａ’及び一対の支持部１２
０ａの他方は、軸部４１０ａ’がＸ－Ｘ’方向に浮動自在に挿入された一対の支持孔４２
０ａ’を有する構成とすることが可能である。図５では、雌ボディ２００ａ’は、雌メイ
ンボディ２２０ａのＹ方向の端面のＸ－Ｘ’方向の両端部からＹ方向に延びた一対の対向
部２３０ａ’を有しており、対向部２３０ａ’からＸ－Ｘ’方向に延びた一対の軸部４１
０ａ’が、一対の支持部１２０ａの支持孔４２０ａ’内にＸ－Ｘ’方向に浮動自在に挿入
されている。図５では、図示簡略化のため、雌端子３００ａが図示省略されており、且つ
実施例１と同様にＹ－Ｙ’方向及びＸ－Ｘ’方向が示されている。このように軸部４１０
ａ’が支持孔４２０ａ’にＸ－Ｘ’方向に浮動自在に支持されることによって、雌ボディ
２００ａ’及び雌端子３００ａが支持部１２０ａ’間でＸ－Ｘ’方向に浮動自在に支持さ
れている。上記した雌コネクタのフローティング構造以外の構成は、上記した何れかの態
様の雌コネクタと同様の構成とすることが可能である。上記した軸部４１０ａ’を金属製
のシャフトで構成することが可能である。支持部１２０ａ’も、支持部１２０ａと同様に
、金属板の一部として構成されていても良い。
【００９３】
　上記した何れかの態様の雌ボディは、シールドケースに覆われていても良い。上記した
何れかの態様の雄ボディも、シールドケースに覆われていても良い。この場合、ランナー
部は、シールドケースの一部であっても良い。
【００９４】
　なお、上記実施例及び設計変形例における接続構造、雌コネクタ及び雄コネクタの各構
成要素を構成する素材、形状、寸法、数及び配置等はその一例を説明したものであって、
同様の機能を実現し得る限り任意に設計変更することが可能である。上記した実施例及び
設計変更例は、互いに矛盾しない限り、相互に組み合わせることが可能である。本発明の
第１方向は、ガイド部が雄コネクタを案内する方向である限り任意に設定することが可能
である。本発明の第２方向は、本発明の第１方向に直交している限り任意に設定すること
が可能である。本発明の第３方向は、本発明の第１方向及び第２方向に直交している限り
任意に設定することが可能である。
【符号の説明】
【００９５】
　Ｓ１：接続構造
　　Ｃ１ａ：雌コネクタ
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　　１１０ａ：ガイド部
　　　１１１ａ：レール
　　　　１１１ａ１：第１当接部
　　　１１２ａ：底部
　　　１１３ａ：開口
　　１２０ａ：支持部
　　　１２１ａ：支持孔
　　１３０ａ：カバー（第２当接部）
　　２００ａ：雌ボディ
　　　２１０ａ：ウィング
　　　　２１１ａ：貫通孔
　　　２２０ａ：雌メインボディ
　　　　２２１ａ：基部
　　　　２２２ａ：舌部
　　３００ａ：雌端子
　　　３１０ａ：接点部
　　　３２０ａ：テール
　　４００ａ：シャフト
　　５００ａ：雌付勢部
　　　５１０ａ：係合アーム
　　　５２０ａ：付勢アーム
　　　５３０ａ：ベース
　　Ｃ１ｂ：雄コネクタ
　　１００ｂ：雄ボディ
　　　１１０ｂ：雄メインボディ
　　　１２０ｂ：ランナー部
　　　１３０ｂ：雄接続部
　　　　１３１ｂ：凹部（雄接続孔）
　　　１４０ｂ：保持溝
　　　１５０ｂ：開放部
　　　１６０ｂ：係合孔
　　　１７０ｂ：収容部
　　２００ｂ：雄端子
　　　２１０ｂ：接点部
　　　２２０ｂ：テール
　　　２３０ｂ：ベース
　　３００ｂ：蓋
　　　３１０ｂ：蓋本体
　　　３２０ｂ：係合片
　　４００ｂ：絶縁シート
　　５００ｂ：雄係合部
　　６００ｂ：雄付勢部
　　７００ｂ：固定部材
　　８００ｂ：ピン又はネジ
　Ｓ２：接続構造
　　Ｃ２ａ：雌コネクタ
　　１１０ａ’：ガイド部
　　　１１１ａ’：レール
　　　　１１１ａ１’：第１当接部
　Ｃ２ｂ：雄コネクタ
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　　　１２０ｂ’：ランナー部
　　　　１２１ｂ’：ランナー溝
　　　　１２２ｂ’：切欠き
　　　　１２３ｂ’：縁部

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図１Ｄ】

【図１Ｅ】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図２Ｃ】

【図２Ｄ】 【図３Ａ】
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【図３Ｂ】 【図３Ｃ】

【図３Ｄ】 【図４】
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【図５】
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